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研究成果の概要（和文）：精子は卵細胞膜と接着・融合して受精する。本研究では、どのように受精するのかそ
の分子メカニズム解明を目指して、遺伝子改変マウスを用いて個体レベルで解析を行った。具体的には、精巣で
強発現するDcst1あるいはDcst2を欠損（KO）したマウスをCRISPR/Cas9を使って作製した。いずれのKO雄マウス
と交尾した雌マウスからは、ほとんど産仔が得られなかった。そこで、KO精子を卵と共培養したところ、KO精子
は卵を覆っている透明帯を通過して、卵と接着できるものの融合できなかった。以上からDCST1やDCST2は融合に
必須な精子タンパク質であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Sperm bind to and fuse with eggs, leading to the fertilization. The 
objective of this study is to identify factors for the sperm-egg interaction using genetically 
modified mice. Specifically, I generated Dcst1 or Dcst2 knockout (KO) mice using CRISPR/Cas9. Female
 mice mated with these KO males hardly deliver the pups. When KO sperm were incubated with eggs, the
 KO sperm could pass through the zone pellucida and bind to eggs. However, these sperm hardly fused 
with eggs. These results indicate that DCST1 and DCST2, sperm proteins, are essential for sperm-egg 
fusion.

研究分野：生殖生物学

キーワード： 受精　精子　融合

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
申請者や共同研究者らは、精子受精能力に関わる因子の同定を目的として、精巣で強発現する遺伝子を中心にKO
マウスを作製して表現型スクリーニングを行っている。その結果、今回の成果も含めて、6つの精巣タンパク質
が精子と卵の融合に必要であることを同定できた。これらの成果は、男性不妊の新たな原因遺伝子として診断・
検査の対象となり、治療薬や避妊薬の開発へと繋がることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
雌性生殖道内に射出された精子は、卵管膨大部に到達すると、精子先体胞からの酵素の放出
（先体反応）や、飛び跳ねるような激しい運動（超活性化）を示して、卵丘細胞層や透明帯を通
過したのち、卵細胞膜と接着して融合する。融合した精子は、父性染色体を卵に送り込むと同時
に、卵を活性化して受精が成立する。本課題では、精子と卵の接着・融合に注目する。 
 
現在までに、融合に関わる因子として、精子側では IZUMO1（Inoue et al., Nature, 2005）、
卵側では CD9（Miyado et al., PNAS, 2008）と JUNO（Bianchi et al, Nature, 2014）が報告さ
れている。具体的には、CD9 は足場タンパク質としての機能を持ち、正常な卵微絨毛の形成や分
布に必要である（Runge et al., Dev Biol, 2007）。IZUMO1 は、先体反応前には精子先体膜に局
在するが、先体反応すると精子頭部全体へと広がり、特に赤道節に局在する IZUMO1 が卵との融
合に重要である（Satouh et al., JCS, 2012）。さらに、IZUMO1 のレセプターとして、卵細胞膜
上の GPI アンカー型タンパク質 JUNO が同定された。しかしその後、培養細胞を用いた実験によ
り、IZUMO1 は精子と卵の細胞膜融合ではなく、接着に関与することが示唆されており、配偶子
の接着・融合に関わる分子メカニズムは混沌としている。 
 
２．研究の目的 
精子と卵の細胞膜融合は、父性染色体を卵へと送り込み、卵を活性化させる（受精成功の）た
めに必須なステップであるが、その全容はよく分かっていない。本研究では、哺乳類配偶子の接
着・融合メカニズムの解明を目標とする。 
 
３．研究の方法 
【遺伝子欠損マウスの作製】 
それぞれの遺伝子のタンパク質コード領域を欠損させるようにguide RNA（gRNA）を設計して、
受精卵や ES 細胞に gRNA/Cas9 を発現させた。F0 変異マウスを野生型マウスと交配させて、得ら
れた F1 ヘテロ変異マウス同士の交配によって、ホモ変異（KO）マウスを作出した。 
 
【KO 雄マウスの妊孕性】 
 KO 雄マウスを野生型雌マウスと 1か月以上同居させて、交尾当たりの産仔数を調べた。また、
ホルモン処理（PMSG や hCG を投与して過排卵を誘起）した野生型雌マウスと KO 雄マウスを交配
させて、交配 6時間後の卵管から卵を回収して、受精（前核の有無や 2細胞期胚への発生）の有
無を調べた。 
 
【KO マウス精子の特性解析】 
ホルモン処理した雌マウスの卵管から卵を採取して、その一部はコラゲナーゼ処理により透
明帯を除去した後、Hoechst33342 で染色した。精巣上体尾部から採取した精子を PBS で懸濁（精
子形態）あるいは TYH（精子の運動性や受精能力）で前培養した。前培養 2～3 時間後、一部の
精子の運動性を精子運動解析システム Ceros により解析するとともに、スライドガラスに塗抹
して、免疫染色に使用した。残った精子を泳がしている培地中に rat anti-mouse IZUMO1 抗体を
入れて、さらに 30 分間培養した。その後、その精子と透明帯除去卵を抗体（rat anti-mouse 
IZUMO1 抗体と goat anti-rat IgG Alexa 488 抗体）を入れた TYH 培地で共培養して、精子の卵
への接着・融合能力を調べた。 
 
４．研究成果 
初めに、IZUMO1 が配偶子接着あるいは融合のどちらに必須な因子かを調べるため、精子の先
体領域を緑色（EGFP）、尾部を赤色（DsRed）で標識したマウス Izumo1 KO 精子と透明帯除去卵を
共培養した。先行文献と同様に、Izumo1 KO 精子は卵に接着したが、融合しなかった。そこで、
接着している精子が先体反応をした（受精可能な）精子なのか、先体反応をしていない（受精で
きない）精子なのかを GFP 蛍光の有無により判別したところ、接着しているほとんどの精子が
GFP 蛍光を持つ（受精できない）精子だった。通常の受精において、精子は卵透明帯を通過する
までに先体反応を起こして、先体反応後の精子が卵細胞膜と相互作用する。しかし、精子の卵へ
の接着・融合能力を調べるアッセイ系では、卵透明帯を除去した卵を用いるため、通常の受精で
は起こらない現象を観察していたと考えられる。さらにゲノム編集技術を使って Izumo1 KO ラ
ットの作製にも成功して、マウス同様にラット Izumo1 KO 精子も卵細胞膜とほとんど接着でき
なかった。以上から、IZUMO1 は配偶子の融合よりも接着に重要な役割を果たすことが分かった
（Matsumura T, Noda T et al., Front Cell Dev Biol, 2022）。 
 
配偶子融合に関与する因子を見つけるため、公開されている single cell RNA-seq データベ
ースから、Izumo1 と精巣生殖細胞での発現パターンが類似する 2 遺伝子（Dcst1 および Dcst2）



を選んで、CRISPR/Cas9 を使って KO マウスを作製した。得られた KO 雄マウスを野生型雌マウス
と同居させたところ、交尾した雌マウスからはほとんど産仔が得られなかった。これらの KO 雄
マウスの精巣重量、精子形成、精巣上体尾部に蓄えられている精子の形態や運動性は、コントロ
ール雄マウスとほぼ同じで正常だった。また、これらの KO 精子における IZUMO1 の存在量や局在
も問題なかった。そこで、それぞれの KO 雄マウスと交尾 6時間後の野生型雌マウスの卵管から
卵を回収して観察すると、KO 精子は卵透明帯を通過しているものの前核は形成されておらず、
囲卵腔（透明帯と卵の間のスペース）に溜まっていた（図 1）。そこで、それぞれの KO 精子を透
明帯除去卵と共培養したところ、KO 精子は先体反応を起こして卵細胞膜に結合できるものの、
融合できないことが分かった（図 2）（Noda T et al., Commun Biol, 2022）。以上から、精子タ
ンパク質 DCST1 および DCST2 は配偶子融合に必須な因子であることが明らかになった。このよ
うな成果も含めて、現在では配偶子融合に関わる 6つの精子タンパク質が同定されている。今後
その分子メカニズム解明に迫っていきたい。 

図 1．交尾後の雌マウスの卵管から回収した卵
の観察。コントロールでは前核（▲）が観察さ
れた一方、Dcst2 KO 精子は囲卵腔に溜まって
いた（→）。 

図 2．精子の卵への接着・融合能力の観察。
Dcst1 や Dcst2 の KO 精子も卵に接着して
いて、そのいくつかは IZUMO1 で染まって
いた（受精できる先体反応後の精子のみ
が IZUMO1 で染まる）。一方、Hoechst で染
まっている Dcst1 や Dcst2 の KO 精子核
（→）はほとんど観察できなかった（ヘキ
ストを卵にあらかじめ取り込ませている
ので、精子が卵と融合すると、卵のヘキス
トが精子核へと移行して、精子核もヘキ
ストで染色される）。 
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